
一
頁

○

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
表

一

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
施
行
）

（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
四
条
の
二

法
第
十
九
条
の
四
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

第
四
条
の
二

法
第
十
九
条
の
四
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
記
載
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項

の
各
号
に
掲
げ
る
記
載
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項

と
す
る
。

と
す
る
。

一

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
か

一

法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ

ど
う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

る
か
ど
う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

イ

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日
及
び
時

イ

法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日
及

刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
を
必
要
と
す
る

三

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
及

か
ど
う
か
及
び
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い

び
法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
か
ど

か
ど
う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

イ

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
と

イ

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
と
き
の
症
状

き
の
症
状

ロ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

ロ

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と

た
理
由

判
定
し
た
理
由

四

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
を
必
要
と
す
る
か
ど
う

四

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
を
必
要
と
す
る
か
ど
う

か
及
び
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
か
ど
う

か
及
び
法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い

か
の
判
定
に
係
る
記
載

か
ど
う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

イ

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日
及

イ

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日
及

び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ハ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

ハ

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と



二
頁

た
理
由

判
定
し
た
理
由

五
～
八

（
略
）

五
～
八

（
略
）

第
五
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

第
五
条

法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

お
り
と
す
る
。

の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
院
の
申
出
に
よ
り
退
院
で
き
る
旨

四

法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
退
院
の
申
出
に
よ
り
退
院
で
き

並
び
に
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
す
る
事
項

る
旨
並
び
に
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
す
る

事
項

第
五
条
の
二

法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
精
神
科
病
院

第
五
条
の
二

法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
精
神
科

の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

病
院
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受

一

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
又
は
受
け
る
見
込
み
が
十
分
で
あ
る
こ
と
。

け
て
い
る
こ
と
又
は
受
け
る
見
込
み
が
十
分
で
あ
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

法
第
二
十
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
審
議
を
行
う

四

法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
審
議
を

た
め
、
事
後
審
査
委
員
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

行
う
た
め
、
事
後
審
査
委
員
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

五

（
略
）

五

（
略
）

第
五
条
の
三

法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
師
の
基
準

第
五
条
の
三

法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
師
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

第
五
条
の
四

法
第
二
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
四
の

第
五
条
の
四

法
第
二
十
二
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の

二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

四
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一

法
第
二
十
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日
及
び

一

法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日



三
頁

時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

及
び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

二

（
略
）

二

（
略
）

第
五
条
の
五

法
第
二
十
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
精
神

第
五
条
の
五

法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た

科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
次
の
各
号

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
次
の

に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

診
察
し
た
法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
医
師
（
以
下
「
特
定

三

診
察
し
た
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
医
師
（
以
下
「

医
師
」
と
い
う
。
）
の
氏
名

特
定
医
師
」
と
い
う
。
）
の
氏
名

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

七

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

七

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に

診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

八

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
措
置
は
必
要
な
い
と
認

八

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
措
置
は
必
要
な
い

め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

九

（
略
）

九

（
略
）

第
六
条

法
第
二
十
一
条
第
七
項
、
第
二
十
九
条
第
三
項
（
法
第
二
十
九
条
の
二

第
六
条

法
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
、
第
二
十
九
条
第
三
項
（
法
第
二
十
九
条

第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

の
二
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

三
十
三
条
の
三
第
一
項
本
文
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
五
条
第

び
第
三
十
三
条
の
三
本
文
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
五
条
第
二

二
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
九
条

法
第
二
十
九
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

第
九
条

法
第
二
十
九
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

（
削
除
）

八

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
患
者
と
の
続
柄



四
頁

第
十
三
条

第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令

第
十
三
条

第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
二
第

で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
二
第

四
号
中
「
法
第
二
十
一
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
三
十
三
条
第
四
項

四
号
中
「
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
三
十
三
条
第

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
四

第
十
三
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
四

の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

項
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し
た

二

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判

理
由

定
し
た
理
由

第
十
三
条
の
三

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採

第
十
三
条
の
三

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す
る

ろ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
精
神
科
病

た
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
次

院
の
管
理
者
は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し
た

六

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判

理
由

定
し
た
理
由

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
措
置
は
必

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
措
置
は
必
要
な
い
と
認

要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

十

（
略
）

十

（
略
）

十
一

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
家
族
等

十
一

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
患
者
と
の
続
柄

（
以
下
「
家
族
等
」
と
い
う
。
）
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び



五
頁

患
者
と
の
続
柄

（
削
除
）

十
二

保
護
者
が
法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
選
任
保

護
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
任
年
月
日

（
削
除
）

２

法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
精
神
科
病
院
の
管
理
者

は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に

関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
扶
養
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
及
び
患
者
と
の
続
柄

三

法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
家
庭
裁
判
所
の
選
任
の
申
立

年
月
日

第
十
三
条
の
四

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

第
十
三
条
の
四

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事

次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事

項
と
す
る
。

項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
届
出

一

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
届
出

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

ホ

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と

た
理
由

判
定
し
た
理
由

ヘ

（
略
）

ヘ

（
略
）

ト

推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

（
新
規
）

に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
場
合
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）

チ
・
リ

（
略
）

ト
・
チ

（
略
）

ヌ

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
家
族
等
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日

リ

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
患
者
と
の
続
柄

及
び
患
者
と
の
続
柄

（
削
除
）

ヌ

保
護
者
が
選
任
保
護
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
任
年
月
日



六
頁

ル

法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相

談
員
の
氏
名

ヲ

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
一
条
の

五
に
規
定
す
る
入
院
診
療
計
画
書
に
記
載
す
る
事
項

（
削
除
）

二

法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
届
出

イ

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
扶
養
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
及
び
患
者
と
の
続
柄

ロ

法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
家
庭
裁
判
所
の
選
任
の
申

立
年
月
日

ハ

法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
移
送
の
有
無

ニ

前
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
及
び
ト
に
掲
げ
る
事
項

二

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す

三

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
合
に
お

る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
場
合

い
て
、
同
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
場
合
の
届
出

の
届
出

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
措
置
は

ニ

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
措
置
は
必
要
な
い
と

必
要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

ホ

第
一
号
イ
、
ロ
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
、
ヌ
及
び
ヲ
に
掲
げ
る
事
項

ホ

第
一
号
イ
、
ロ
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
、
リ
及
び
ヌ
に
掲
げ
る
事
項

（
削
除
）

四

法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
場
合
の
届
出

イ

第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

ロ

第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
項

ハ

前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

第
十
四
条

法
第
三
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

第
十
四
条

法
第
三
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）



七
頁

（
削
除
）

七

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
患
者
と
の
続
柄

第
十
五
条

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
診
療
録
に
記
載
し
な
け

第
十
五
条

法
第
三
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
診
療
録
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な

れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
事
項
（
以
下
「
医
療
保
護

一

法
第
三
十
三
条
の
三
本
文
に
規
定
す
る
事
項
（
以
下
「
医
療
保
護
入
院
に

入
院
に
係
る
告
知
事
項
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
知
ら
せ
な
か
つ
た
も
の

係
る
告
知
事
項
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
知
ら
せ
な
か
つ
た
も
の

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

第
十
五
条
の
二

法
第
三
十
三
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す

（
新
規
）

る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
精
神
障
害
者
に
関
す
る
当

該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

イ

保
健
師

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三

号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
業
務

ロ

看
護
師

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務

ハ

准
看
護
師

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
六
条
に
規
定
す
る
業
務

ニ

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
（
昭
和
四
十
年
法
律

第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
業
務

ホ

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法

律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
、
三
年
以
上
、
精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家

族
等
か
ら
の
精
神
障
害
者
の
退
院
後
の
生
活
環
境
に
関
す
る
相
談
及
び
こ
れ

ら
の
者
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

第
十
五
条
の
三

法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員

（
新
規
）

の
選
任
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
採
ら



八
頁

れ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
の
四

医
療
保
護
入
院
者
（
法
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
医
療
保

（
新
規
）

護
入
院
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
入
院
さ
せ
て
い
る
精
神
科
病
院
の
管
理

者
は
、
法
第
三
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
地
域
援
助
事
業
者
（
第
十
五
条
の
七

第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
「
地
域
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
を
紹
介
す
る
に

当
た
つ
て
は
、
当
該
地
域
援
助
事
業
者
の
連
絡
先
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
す

る
方
法
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
五

法
第
三
十
三
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の

（
新
規
）

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
一
般

相
談
支
援
事
業
又
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者

二

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
十
一
項
に
規

定
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
者

三

介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

を
行
う
者
（
介
護
支
援
専
門
員
（
同
法
第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
介
護
支

援
専
門
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

四

介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
を
行
う
者
（
介
護
支
援
専
門
員
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

五

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居

者
生
活
介
護
を
行
う
者

六

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福

祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
行
う
者

七

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

者



九
頁

八

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行

う
者

九

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
者

十

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
者

十
一

介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
者

十
二

介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
を
行
う
者

十
三

介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
を
行
う
者
（
介
護
支
援
専
門
員
を
有
す
る
も
の
に
限
る

。
）

十
四

介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
支
援
事
業

を
行
う
者
（
介
護
支
援
専
門
員
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

十
五

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十

三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険

法
第
八
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者

第
十
五
条
の
六

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
入
院
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
医

（
新
規
）

療
保
護
入
院
者
の
第
十
三
条
の
四
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
推
定
さ
れ
る
入
院
期

間
又
は
次
項
に
規
定
す
る
入
院
期
間
が
経
過
す
る
ご
と
に
、
当
該
医
療
保
護
入

院
者
の
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
の
審
議
を
行
う
た
め
、
医
療

保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
開
催
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
、
当
該
審
議
に
係
る
医
療
保



一
〇
頁

護
入
院
者
の
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
日
か
ら
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
ま
で
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

入
院
期
間
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院

の
日
か
ら
一
年
未
満
の
範
囲
内
の
期
間
に
限
る
。
）
及
び
退
院
に
向
け
た
取
組

の
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
、
当
該
審
議
に
係
る
医
療

保
護
入
院
者
の
医
療
及
び
保
護
の
た
め
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院
の
日
か

ら
一
年
以
上
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二
項
に
規

定
す
る
入
院
期
間
と
し
て
、
当
該
入
院
の
日
か
ら
一
年
以
上
の
期
間
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
期
間
を
定
め
ら

れ
た
医
療
保
護
入
院
者
に
係
る
入
院
期
間
の
経
過
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
入
院
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
医
療
保
護
入
院

者
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
保
護
入
院
者
」
と
、
「
第
十
三
条
の
四
第
一
号
ト
に

規
定
す
る
推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
又
は
次
項
に
規
定
す
る
入
院
期
間
が
経
過
す

る
ご
と
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
入
院
期
間
が
経
過
す
る
ご
と
に

」
と
、
「
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。

）
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支

援
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
第
二
項
中
「
入
院
期
間
（
次
項

に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院
の
日
か
ら
一
年
未

満
の
範
囲
内
の
期
間
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
入
院
期
間
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

５

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
を
当
該
審

議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
及
び
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
同
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
の
七

委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

（
新
規
）



一
一
頁

一

委
員
会
の
審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
の
主
治
医
（
当
該
主
治
医
が
指

定
医
で
な
い
場
合
は
、
当
該
主
治
医
及
び
当
該
医
療
保
護
入
院
者
が
入
院
し

て
い
る
精
神
科
病
院
に
勤
務
す
る
指
定
医
）

二

当
該
医
療
保
護
入
院
者
が
入
院
し
て
い
る
精
神
科
病
院
に
勤
務
す
る
看
護

師
又
は
准
看
護
師

三

当
該
医
療
保
護
入
院
者
に
つ
い
て
法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
選

任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
（
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て

「
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
」
と
い
う
。
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
当
該
精
神
科
病
院
の
職
員
で
、
当
該
精
神
科

病
院
の
管
理
者
か
ら
出
席
を
求
め
ら
れ
た
も
の

２

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
委
員
会
の
審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
が
委

員
会
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
き
は
、
委
員
会
に
、
当
該
医
療
保

護
入
院
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
医
療
保
護
入
院
者
は
、
委
員
会
に
出
席
し
、
又
は
書
面
に
よ
り
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
委
員
会
の
審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
が
次

の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
委
員
会
の
構
成
員
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と

し
、
当
該
通
知
を
受
け
た
者
が
委
員
会
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
と

き
は
、
委
員
会
に
、
当
該
希
望
す
る
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え
る
も
の
と
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
希
望
す
る
者
は
、
委
員
会
に
出
席
し
、
又
は
書

面
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

委
員
会
の
審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
の
家
族
等

二

地
域
援
助
事
業
者
そ
の
他
の
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
後
の
生
活
環

境
に
関
わ
る
者

第
十
五
条
の
八

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
委
員
会
の
開
催
日
そ
の
他
委
員
会

（
新
規
）



一
二
頁

に
お
け
る
審
議
の
過
程
を
文
書
に
よ
り
記
録
し
、
こ
れ
を
当
該
開
催
日
か
ら
五

年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

委
員
会
の
審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
の
主
治
医
は
、
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
委
員
会
の
開
催
日
を
診
療
録
に
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

法
第
三
十
三
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
四

第
十
六
条

法
第
三
十
三
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
四

の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
七
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日

一

法
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日

及
び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

及
び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

二

（
略
）

二

（
略
）

三

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し
た

三

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判

理
由

定
し
た
理
由

第
十
六
条
の
二

法
第
三
十
三
条
の
七
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ

第
十
六
条
の
二

法
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ

た
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
次

た
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し
た

六

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判

理
由

定
し
た
理
由

七

（
略
）

七

（
略
）

八

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に

八

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
措
置
は
必
要
な
い

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
措
置
は
必
要
な
い

と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由



一
三
頁

十

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き

十

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
た
事
後
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
行
つ
た
結
果

設
置
さ
れ
た
事
後
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
行
つ
た
結
果

十
一

（
略
）

十
一

（
略
）

第
十
六
条
の
三

法
第
三
十
三
条
の
七
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

第
十
六
条
の
三

法
第
三
十
三
条
の
四
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
事
項
と
す
る
。

る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
届
出

一

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
届
出

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

ホ

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と

た
理
由

判
定
し
た
理
由

ヘ
～
チ

（
略
）

ヘ
～
チ

（
略
）

二

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
合

二

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
場
合
の
当
該

に
お
い
て
、
法
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ

措
置
に
係
る
届
出

た
場
合
の
当
該
措
置
に
係
る
届
出

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定

ニ

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

ホ

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
措
置
は
必
要
な

ホ

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
措
置
は
必
要
な

い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

ヘ

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
ホ
及
び
チ
に
掲
げ
る
事
項

ヘ

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
ホ
及
び
チ
に
掲
げ
る
事
項

第
十
九
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
前
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

第
十
九
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
前
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

（
削
除
）

十

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
患
者
と
の
続
柄

十
一

保
護
者
が
選
任
保
護
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
選
任
年
月
日



一
四
頁

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
二
十
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段

第
二
十
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
か
ど
う
か
の

四

法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
か
ど

検
討

う
か
の
検
討

五

退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況

（
新
規
）

六

退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
氏
名

七

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ

五

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
及
び
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で

る
事
項

に
掲
げ
る
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段
の
規
定

３

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段
の
規
定

に
よ
る
報
告
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
が

に
よ
る
報
告
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
採
ら
れ
た
日

採
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
を
初
月
と
す
る
同
月
以
後
の
十
二
月
ご
と
の

の
属
す
る
月
の
翌
月
を
初
月
と
す
る
同
月
以
後
の
十
二
月
ご
と
の
各
月
に
行
わ

各
月
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
の
四

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

第
二
十
条
の
四

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

は
、
法
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
者
が
次
に
掲
げ
る
要

ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

第
二
十
一
条

法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

第
二
十
一
条

法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報
告
又
は
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報
告
又
は
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

第
十
三
条
の
四
第
一
号
イ

三

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

第
十
三
条
の
四
第
一
号
イ



一
五
頁

か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

（
略
）

四

（
略
）

第
二
十
二
条
の
二

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
規
）

事
項
は
、
退
去
者
が
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
入
院
年
月
日
よ
り
前
に
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
第
六
号
に
お
い
て
「
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
事
業
を
行
う
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連
絡
先
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三

法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
規
）

場
所
は
、
次
に
掲
げ
る
場
所
と
す
る
。

一

精
神
障
害
者
の
居
宅

二

法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

三

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
保
健
所

四

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規

定
す
る
病
院
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
（
入
院
し
て
い
る
精
神

障
害
者
の
み
に
対
し
て
医
療
を
提
供
す
る
場
所
を
除
く
。
）

五

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
精
神
障
害
者
に
対
し
て
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
所

第
二
十
三
条

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
第

第
二
十
三
条

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）



一
六
頁

二

次
に
掲
げ
る
精
神
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
給
付
を
現
に
受
け
て
い
る
こ

二

次
に
掲
げ
る
精
神
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
給
付
を
現
に
受
け
て
い
る
こ

と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

昭
和
六
十
年
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
（

（
新
規
）

昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
障
害
年
金
（
職
務
外
の
事
由
に

よ
る
も
の
に
限
る
。
）

ニ
～
チ

（
略
）

ハ
～
ト

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

第
二
十
六
条

令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
交

第
二
十
六
条

令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
交

付
台
帳
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

付
台
帳
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

精
神
障
害
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日

一

精
神
障
害
者
の
氏
名
、
性
別
、
住
所
及
び
生
年
月
日

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

別記様式第三号 

(裏表紙)                  (表表紙) 

 

備 考 

 

1．医療や生活などのことで相談したい

ときは、市町村役場、保健所、精神保

健福祉センター、福祉事務所などに御

相談下さい。 

 

2．住所や氏名が変わったときは、変更

届を出してください。 

 

3．この手帳を万一なくしたりしたとき

は、再交付を申請してください。 

 

4．この手帳は、他人に譲ったり、貸し

たりすることはできません。 

 

5．更新の申請は、有効期限の3か月前か

ら市町村役場で行うことができます。 

  

障 害 者 手 帳 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県(指定都市)名 

 

 

 

 

 

(内面左)                  (内面右) 

     

交付日       年  月  日 

 

有効期限      年  月  日 

 

(更新) 
 

(更新) 
 

(更新) 
 
(更新) 

 

 

 

 

 都道府県(指定都市)名 印 

 

 

 

 

 精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律第45条の保健福祉手帳 

 3cm     

 
 

ベ
ス
ト
半
截 

   
 

写

真 

４

cm 

 

 氏名 

 

 住所 

 

 

 生年月日      

 

 障害等級 

 

 手帳番号           号 

  (注意) 縦9cm×横6cmを標準とすること。 

別記様式第三号 

(裏表紙)                  (表表紙) 

 

備 考 

 

1．医療や生活などのことで相談したい

ときは、市町村役場、保健所、精神保

健福祉センター、福祉事務所などに御

相談下さい。 

 

2．住所や氏名が変わったときは、変更

届を出してください。 

 

3．この手帳を万一なくしたりしたとき

は、再交付を申請してください。 

 

4．この手帳は、他人に譲ったり、貸し

たりすることはできません。 

 

5．更新の申請は、有効期限の3か月前か

ら市町村役場で行うことができます。 

  

障 害 者 手 帳 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県(指定都市)名 

 

 

 

 

 

(内面左)                  (内面右) 

     

交付日       年  月  日 

 

有効期限      年  月  日 

 

(更新) 
 

(更新) 
 

(更新) 
 
(更新) 

 

 

 

 

 都道府県(指定都市)名 印 

 

 

 

 

 精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律第45条の保健福祉手帳 

 3cm     

 
 

ベ
ス
ト
半
截 

   
 

写

真 

４

cm 

 

 氏名 

 

 住所 

 

 

 生年月日       性別 

 

 障害等級 

 

 手帳番号           号 

  (注意) 縦9cm×横6cmを標準とすること。 



一
七
頁

二

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
施
行
）

（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
五
条
の
二

（
略
）

第
十
五
条
の
二

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
、
三
年
以
上
、
精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
、
三
年
以
上
、
精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家

族
等
か
ら
の
精
神
障
害
者
の
退
院
後
の
生
活
環
境
に
関
す
る
相
談
及
び
こ
れ

族
等
か
ら
の
精
神
障
害
者
の
退
院
後
の
生
活
環
境
に
関
す
る
相
談
及
び
こ
れ

ら
の
者
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か
つ

ら
の
者
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
た
も
の



一
八
頁

三

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
厚
生
省
令
第
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
す
る
特
別
措
置
）

（
精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
す
る
特
別
措
置
）

第
二
条

令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

第
二
条

令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
又
は
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法

者
又
は
精
神
保
健
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
条
若
し

律
第
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
そ
の
家
族
等
（
次
項

く
は
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
そ
の
保
護
者
（
以
下
「
保
護
者
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
「
家
族
等
」
と
い
う
。
）
は
、
医
療
費
支
給
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ

は
、
医
療
費
支
給
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
沖
縄
県

る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
沖
縄
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

令
第
三
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
者
又
は
そ
の
家
族
等
は
、
当
該
精
神
障

２

令
第
三
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
当
該
精
神
障

害
に
つ
い
て
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
医
療
を
受
け
、

害
に
つ
い
て
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
医
療
を
受
け
、

又
は
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
証
明
書
を
提

又
は
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
証
明
書
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）


